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IoTはAIで戦略資産へ――産業の現場を変える次世代データ活用の真価／ IoTNEWS 小泉 耕二 氏
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共創を生み出す IoT×ファイナンスの力／三菱HCキャピタル 髙山 巌 氏

IoTが描く新しい産業の地図／村田製作所 津守 宏晃 氏

産業 IoTが現場を変える――食品・化学・製造業で進むスマート化

製造業を支える次世代 IoTプラットフォーム

I IJ産業 IoTセキュアリモートマネジメント／高舘 洋介

I IJ Research となりの情シス セキュリティ実態調査 2025
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イラスト／もんくみこ

IoT（Internet of Things）という言葉がバズワード化したのは今から10年ほど前だが、
「いつでも、どこでも、何でもネットワークにつながる」という状況が、昨今では

IoTが大量のデータを収集し、AIがそのデータを分析するというリレーションを形成しつつある。
そこで今号は、データ収集というIoTの “一丁目一番地”に立ち返って、

より高度な自動化・最適化を実現し、新たな価値を創出するために、まずは「足場を固める」――
そんな目的にかなったコンテンツをシェアしたいと思う。

IoTで足場固めIoTプラットフォーム
デバイス／ネットワーク管理
データ活用 IoT共通基盤

セキュア（閉域）ネットワーク

5G/Local5G LTE/LTE-M LoRaWAN® WAN/VPN Wi-Fi

建設現場

小売り・スーパー
製造工場

物流倉庫

クラウドサービス

ネットワークサービス
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締
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小
泉 
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二 

氏

特
別
寄
稿

IoT

の
「
第
二
の
進
化
」
が

始
ま
っ
た

小泉 耕二 （こいずみ・こうじ）
1973年生まれ。フジテレビ Live 
News αなどメディア出演・DX教
育活動を行なう。YouTube「小
泉耕二のデジタイド」でも発信。
大阪大学でニューロコンピューテ
ィングを学び、アクセンチュアな
どコンサルティングファームを経
て、現職。
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工
場
に
見
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「
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む
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」
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IoT

は
Ａ
Ｉ
と
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も
に

産
業
の
Ｏ
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へ

技
術
中
心
のIoT

か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
価
値
中
心
のIoT

へ

デ
ー
タ
設
計
は

も
は
や
Ｉ
Ｔ
部
門
の
仕
事
で
は
な
い

IoTNEWS
IoT、AIなどデジタル技術とデータ
を活用した企業の変革を支援する
ウェブメディア。
https://iotnews.jp/
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産
業IoT
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野
に
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け
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取
り
組
み
と
ビ
ジ
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ス
の
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ジ

IoT

市
場
の
変
化

単
一
のIoT

市
場
は
存
在
し
な
い

IoT

の
今
後
と
Ｉ
Ｉ
Ｊ

IoT

の
問
題
は
技
術
で
は
な
い

産業 IoTの最新動向 とI IJの IoT事業戦略

I IJ ネットワークサービス事業本部 
IoTビジネス事業部長

岡田 晋介

ここでは、まず産業 IoT市場のトレンドを整理し、
パートナー企業との協業や
IoTの具体的な導入事例を見たうえで、
I IJの IoT事業の戦略を紹介する。
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「IoTフォークリフトサービス」を展開する三菱HCキャピタルは、
I IJとの協業のもと、効果的なデータ利活用を実践し、
現場課題の解決や新たな価値創出に取り組んでいる。
本稿では、同社が目指す「IoT×ファイナンス」の未来像について紹介する。

共創を生み出す
IoT×ファイナンスの力

三菱HCキャピタル株式会社
セクター営業本部 日立グループ営業部 部長

髙山 巌 氏

協業による新たな価値創造と今後の展望 

リース業界の変化

IoT×ファイナンスによる新たなかたち 

産業用 IoTの具体事例 

IoTフォークリフトサービスの開発 

髙山 巌 （たかやま・げん）
1998年、日立リース（現・三菱HC
キャピタル）に入社。茨城支店で
大手メーカー向けファイナンス営業
などに従事。法人営業推進部で戦
略策定や新規事業の立案を担当。
ライフ事業本部にて地域創生を起
点とした新規事業、PPP・PFI組成
など自治体連携でまちづくり事業
を推進。2023年4月より現職。

専用測定デバイスで屋内外の位置情報を取得、
稼働・危険操作を検知。取得データはクラウ
ドに自動連携、リアルタイムに情報管理が可
能。作業員のSOS用物理ボタンも搭載。 

＊1 GNSS：Global Navigation Satellite Systemの略。衛星を用いた測位システムの総称
＊2 LTE：Long Term Evolutionの略。携帯電話の通信規格のひとつ

固定ビーコン

LTE*²

クラウドサーバ

倉庫内

測定デバイス

GNSS搭載 /IP67
緊急通報ボタン

GNSS*¹

バッテリーから直接給電

固定ビ コン

 三菱HCキャピタル サービス契約締結

 パートナー企業 車載器・ダッシュボード開発

I IJ LTE・クラウド環境提供
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村田製作所は、I IJとの協業を通して、
アセアン地域において「IoTデータの販売事業」を展開している。
本稿では、交通渋滞の解消や都市計画の実現、
さらにその先に広がる「データビジネス」への展望などについて紹介する。

IoTが描く新しい産業の地図

株式会社村田製作所 
IoT事業推進部 プロジェクトマネージャー

津守 宏晃 氏

IoTのその先へ

広がる可能性、越えるべき壁

IoTが描く新しい産業の地図

現場から始まるIoTの進化

データが生む新しい価値

津守 宏晃 （つもり・ひろあき）
1996年、株式会社村田製作所入
社。2000年から4年間、Murata 
Electronics North America Inc.,
Chicago Officeに駐在。帰国後、
06年より事業部内に新規事業開
発課を立ち上げるが、1年で消滅。
その後、本社企画、本社人事、San 
Jose Officeを経て、19年に交通
量データビジネスを、21年にスポ
ットコンサルティングビジネスを、
それぞれ立ち上げ、その他にも新
規事業の立ち上げを支援する。

左｜ジャカルタの交通データを可視化するJKT Dashboard。行
政向けに提供している交通量データのダッシュボード画面。主要
交差点の混雑度や道路パフォーマンスをリアルタイムに表示し、
都市計画や渋滞緩和の判断材料として活用されている。

上｜ジャカルタ交通局の職員がダッシュボードを実際に使用して
いる様子。交通状況をリアルタイムに監視し、渋滞緩和や信号
制御の判断に活用されている。
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モノを生み出す現場における“データ活用”は、生産性や品質を左右する最重要事項であり、
IoTによる設備情報の収集および可視化は、効率化だけでなく、競争力強化にも直結してくる。

以下では、製品の IoT化をはじめ、スマートファクトリー化、遠隔監視など、
I IJが携わった産業 IoTの導入事例をもとに、事業改善・課題解決に資する取り組みを紹介する。

産業 IoTが現場を変える
――食品・化学・製造業で進むスマート化

海外製品が流入し、競争が激化するなか、
自社製品の差別化と高付加価値化が必須

• 製品の IoT化により、
商品を差別化し、付加価値を向上

• これまで機会損失となっていた顧客要望に対応し、
売上を拡大

• 製品にネットワーク機能を追加して
データをクラウドに収集し、可視化を実現

• 複数顧客対応のクラウドアプリケーションにより、
スケーラブルなサービス提供を可能に

工場への IoTの提案および導入経験を活かして、お客
さま製品のネットワーク化をご支援した事例です。お客
さまにとって新しい試みとなる製品のデータ閲覧サービ
スの導入にあたり、システム部分をI IJが担い、データ
収集からクラウドサービスの構築、機能実装までをご
支援しています。このケースでは、お客さまのビジネス
規模に即したスケーラブルなクラウドサービスを活用し
ており、今後は他の製品にも拡張していく予定です。

新工場稼働に際し、当初はネットワークまわりのご相談
だけでしたが、IoTを活用したスマートファクトリー化の
取り組みについても支援させていただきました。「IoTを
導入することで何を実現したいのか」というゴール設定、
データ取得対象の洗い出し、プランニング、要件に合
わせたデータ取得用デバイスの選定、工場内ネットワ
ーク（NW）環境・クラウド環境の構築を行ないました。
クラウド型業務アプリ「kintone」を活用したいとのご
意向だったので、関連システムの連携や将来的な拡張
を見据えながら提案を行ないました。

新工場の稼働開始に合わせて、
生産性と品質を向上させるIoTシステムを導入

生産品質に関わるデータをクラウドに
収集・蓄積・可視化し、
データ活用による生産性向上を実現

• 設備に合わせたデータ取得機器の選定から
クラウドサービスまでをワンストップで提供

• 設備から収集して、
クラウドに蓄積したデータと「kintone」を連携し、
管理業務の自動化とペーパレス化を実現

製品にネットワーク機能を付加し、計測データをクラウドに送信して可視化することで、エ
ンドユーザにデータ閲覧サービスを提供。加えて、複数の顧客に同一基盤でサービス提供
できるクラウドアプリケーションを導入し、顧客数が増加してもコストを抑制できるようにした。

利用サービス
• I IJ 産業 IoT セキュアリモートマネジメント
• I IJ IoTサービス
• I IJ モバイルサービス／タイプ I
• I IJ 統合運用管理サービス

製品をIoT化して、計測データを可視化することで、
エンドユーザにデータ閲覧サービスを提供

生産品質の向上を目的に、食品メーカの新設工場における、温度など設備情報やライン
の稼働状況など運転記録をクラウドに集約し、一元的に管理・可視化する仕組みを導入。
同時に、従来は工場のオペレータが現場で測定して、紙に記録・管理していた設備の運
転情報を、クラウド型業務アプリ「kintone」に切り替えたうえで、I IJが提供するクラウド
サービスとAPI接続することで、入力データの自動連携とペーパレス化を実現した。

導入前の
課題

導入後の
効果

導入
ポイント

導入前の
課題

導入後の
効果

導入
ポイント

利用サービス
• I IJ 産業 IoT セキュアリモートマネジメント
• I IJ IoTサービス
• I IJ Omnibus サービス

新設工場にIoTシステムを導入。
生産ラインの情報をクラウドに集約・可視化して、生産性と品質の向上を実現

計器メーカCASE 1

食品メーカCASE 2

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
営
業
担
当
か
ら
ひ
と
言

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
営
業
担
当
か
ら
ひ
と
言

多彩なニーズに応える画面管理を標準提供するWISE-PaaSのダッシュボード

左｜生産進捗行燈：生産数をリアルタイムで
取得して、（工場全体やラインごとの）時間単
位の生産数量や生産進度（標準生産量との
差異）を集計・表示。

右｜設備故障予兆のモニタリング画面：グラ
フィックダッシュボード機能、稼働状況管理
のための機能を組み合わせ、設備状況を可
視化。異常や不具合をアラート表示して、生
産停止回避を図る。

顧客A

顧客B

顧客A向けダッシュボード

顧客B向けダッシュボード

I IJモバイル
（閉域網）

I IJ
IoTサービス

製品（センサ） ゲートウェイ

製品（センサ） ゲートウェイ

エンドユーザ（顧客Ａ）

システム管理者

エンドユーザ（顧客Ｂ）

計測
データ

計測
データ

kintone

ライン稼働状態

工場
事務所
本社

インター
ネット

I IJ
Omnibus

I IJ
IoTサービス

Wi-Fi

ライン稼働
ライン入力

PLC 産業用PC

API接続

設備情報
運転記録

設備の
測定記録
情報

WAN Cloud
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遠隔からの状況監視を目的とした「クラウドカメラサ
ービス」についてご相談いただき、NWカメラを中心
に提案を行なっていたところ、「異常発生時の早期発
見や日々の設備点検業務の効率化なども実現したい」
とのこと。そこで、お客さま設備や環境データも取得
できるようにしたうえで、一元・遠隔監視が可能なプ
ラットフォームを構築しました。目下、NWカメラにAI
機能を付加し、監視だけでなく、状況に応じた異常
検知と通知機能の導入も検討いただいています。

• 突発的な設備故障による長時間の停止が生産性を下げ、
顧客満足度にも影響

• 設定作業が属人化し、業務効率が低下

• 設備の予兆保全と異常の早期発見を実現
• 設備情報の一元管理による顧客利便性の向上
• 保守業務の省人化を実現　

• グローバル展開する製品の IoT化をI IJがワンストップで支援
• セキュアなネットワークを利用した IoTシステムで、
安心・安全な導入を推進

本取り組みの課題は、国内外のエンドユーザ
に納品する製品について、どのようにセキュリ
ティを確保しながらネットワークにつなげるの
かという点でした。そこで、I IJのセキュアなネ
ットワークとプラットフォームを活用した IoTシ
ステムをご提案しました。プロジェクト期間中
に課題が発生した際も、お客さまとIIJの技術
者が密にコミュニケーションをとりながら、プ
ロジェクトを推進しました。

国内外に設置されたお客さま設備の稼動履歴や、エラーおよびメンテナンス情報をクラ
ウドに集約し、お客さまが閲覧できる仕組みを構築。また、生産品目に即した設備の設
定情報を提供し、利便性を向上。さらには、情報収集用ネットワークを利用して設備への
リモートアクセスを可能にすることで、自社のメンテナンス担当者が遠隔地からお客さま
設備のPLC設定を変更できるようにして、保守業務を効率化した。

利用サービス
•産業用PC（設備用ゲートウェイデバイス）
• I IJ IoTサービス
• I IJ モバイルサービス／タイプ I

設備の稼働率を最大化するとともに、
保守業務を効率化するIoTシステムを構築

• 現場に行かないと設備の状況を確認できない
• 監視すべき環境データが不足し、
データ集約・活用が不十分

• 情報の一元化により管理業務を効率化
• 早期の異常検知で監視力を強化し、
設備保全環境が改善

• ネットワークカメラや各種センサの調達から
データの可視化・管理画面構築までを
ワンストップで提供

• さまざまなセンサデータとネットワークカメラの映像を
遠隔からでもリアルタイムに監視・管理可能に

導入前の
課題

導入後の
効果

導入
ポイント

工場に環境モニタリングシステムを導入し、異常時にアラートを発報する仕組みを構築。
これにより、設備管理業務の効率化をはじめ、外出中・夜間・休日に大雨や地震などが
発生した際にも、遠隔から現場の状況確認が可能に。気象計・水質計・流量計など複数
の計測器から得たデータをIOモジュールで集約してクラウドに送信し、さらに、新設した
ネットワークカメラの映像を統合画面でリアルタイムに閲覧できる仕組みを整えた。

利用サービス
• I IJ 産業 IoTセキュアリモートマネジメント
• I IJ IoTサービス
• I IJ モバイルサービス／タイプ I
• I IJ 統合運用管理サービス

工場内の計器データと映像をクラウドで一元管理。
遠隔からの統合監視と異常の早期検知により、効率的な運用を実現

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
営
業
担
当
か
ら
ひ
と
言

化学品メーカCASE 3食品向け生産設備メーカCASE 4

導入前の
課題

導入後の
効果

導入
ポイント

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
営
業
担
当
か
ら
ひ
と
言

I IJモバイル
（閉域網）

I IJ
IoTサービス

センサデータ
リアルタイム監視

ネットワークカメラ映像

事務所

外出先など

工場

センサ IOモジュール

カメラ

気象計
水位計
温度計
水質計
電流計
DO計
流量計
圧力計

計測
データ

PLC・CNC・センサなど
200種類以上のデバイスから
データを収集できる。
現場で使用されている
PLCメーカが異なる場合でも
対応可能。

200種類以上のデバイスに対応

I IJモバイル
（閉域網）

海外
キャリア網

I IJ
IoTサービス

国内エンドユーザ

海外エンドユーザ

お客さま設備

PLC 産業用PC

お客さま設備

PLC 産業用PC

お客さま利用クラウド

お客さま用
可視化ツール

データ受信部
メンテナンス担当者

エンドユーザ稼働履歴
など

稼働履歴
など

リモートアクセスでPLC設定を変更

クラウドアダプタ

VPN接続 VPNアクセス

データ
ストレージ

監視カメラ映像の遠隔操作：事務所や外出先など
離れた場所からでもクラウド画面上でネットワークカメラを操作し、
設備の状況を確認・監視できる。

接続が確立し
利用中になると
カメラボタンが
表示されるので押下

WISE-PaaSにログインし、
見たい映像のサムネイル
（イメージ）画像をクリック

対象のカメラを選択し、
利用開始 
※利用開始を押下することで
接続を確立

カメラが提供する機能
にしたがって操作可能
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＊
3

製
造
業
を
支
え
る
次
世
代IoT

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｉ
Ｉ
Ｊ
産
業IoT

セ
キ
ュ
ア
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

産
業IoT
の
構
成
要
素
は
多
岐
に
わ
た
り
、
エ
ッ
ジ
デ
バ
イ
ス
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ク
ラ
ウ
ド
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
Ｉ
Ｉ
Ｊ
産
業IoT
セ
キ
ュ
ア
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（IIoT-SRM

）
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
要
素
に
対
応
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
構
成
と
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部IoT

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
部
技
術
部
長

高
舘
洋
介

数
が
増
大
し
、
コ
ス
ト
が
負
担
と
な
る

産
業IoT

シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
対
応

●
フ
ィ
ー
ル
ド
：
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に

物
理
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
整
備
さ
れ
た
場
所
で
は

な
い

●
遠
隔
地
：
フ
ィ
ー
ル
ド
が
複
数
の
地
域
に

分
散
さ
れ
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
困
難

と
な
る

●
大
量
の
デ
バ
イ
ス
：
台
数
が
多
く
、
管
理
工

今
後
の
機
能
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

産
業IoT

向
け
ク
ラ
ウ
ド

デ
ー
タ
セ
ン
シ
ン
グ

＊
1

コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

＊
2

＊1 Programmable Logic 
Controllerの略で、工場や
プラントなど産業現場で使
われる制御装置。

＊2 Factory Automationネ
ットワークの略で、工場の
生産設備や制御機器をつな
ぐためのネットワーク。

図1  IIoT-SRMシステムの構成

I IJモバイル
（閉域網）

I IJ
IoTサービス

（プラットフォーム）

設備

設備

設備

設備

LPWA

FAネットワーク IoTネットワーク

産業 IoT向けクラウド インターネット

メッセージ
ブローカー

時系列
データベース

ダッシュボード

リモートメンテナンス

リモートモニタリング

リモート
モニタ

リング

機器異常アラート

機器監視

IoTゲートウェイ
映像アーカイブ

ライブ／過去映像
参照

閉域網

ＩＤ付与データ送
信

デー
タ送
信

デー
タ送
信

データ送信

PLC

PLC

PLC

無線センサ

無線センサ

無線センサ

ネットワークカメラ

アナログ計測器

デバイス
リンク

無線GW

IOモジュール
リモートモニタリング

スイッチ

インターネット

外出先

映像データ

本社

メンテナンス
事業者

工場内

産業用GW

産業用PC

PLC

デバイス
モニタリング

LTEルータ データ
ストレージ クラウドVMS
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＊
3

数
が
増
大
し
、
コ
ス
ト
が
負
担
と
な
る

産
業IoT

シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
対
応

● 

フ
ィ
ー
ル
ド
：
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に

物
理
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
整
備
さ
れ
た
場
所
で
は

な
い

● 

遠
隔
地
：
フ
ィ
ー
ル
ド
が
複
数
の
地
域
に

分
散
さ
れ
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
困
難

と
な
る

● 

大
量
の
デ
バ
イ
ス
：
台
数
が
多
く
、
管
理
工

今
後
の
機
能
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

＊3 IoTデータを確実にクラウドへ届けるための品質保証。

図3  リモートメンテナンス機能

工場管理者 設備メーカZ

メンテナンス事業者X

設備メーカY

アカウント管理
コントロール
パネル

デバイスＡ デバイスB

九州工場

デバイスC デバイスD

阪神工場

デバイスE デバイスF

東海工場

デバイスリンク

メンテナンス事業者Xに対し、 
デバイスDへの

アクセスを許可する
IoTアカウントを作成

IoTアカウントを用いて、
コンソールにログインし、
オンデマンドに
リモートアクセス経路を生成

デバイスDへ
リモートデスクトップ接続し、
メンテナンス実施

認証・許可

I IJモバイル
（閉域網）

I IJ
IoTサービス
（プラットフォーム）

図2  デバイスにデータを保管しない対応

認証・機密情報を
デバイスに
保管しない

産業 IoT向けクラウド

データベース

アクセスされても
機密データが
保管されていないため
抜き取れない

IoTゲートウェイ

クラウド
連携機能

I IJモバイル
（閉域網）

I IJ IoTサービス
（プラットフォーム）

クラウド接続
認証情報

工場／設備に関する
属性情報
工場名

生産ライン名
製造品名
…

図4  デバイス監視機能

デバイスモニタリング
Ping監視 閾値監視 データ不達監視

● ディスク90％超過
● LTE電波強度低下
● 温度値が0

● デバイス疎通が断 ● 温度データが
15分以上来ていない

● 湿度データが
15分以上来ていない

温度
センサ

湿度
センサ

温度
センサ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
疎
通

セ
ン
サ
デ
ー
タ
送
信

セ
ン
サ
デ
ー
タ
送
信

I IJ IoTサービス
（プラットフォーム）

ネットワーク
の異常

IoTゲートウェイ
の異常

センサデバイスの異常センサ値の異常

電波強度や
デバイスの
リソース異常

温度
センサ

湿度
センサ

湿度
センサ
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今回は「セキュリティ実態調査 2025」の調査結果をお届けしました。特設サイト「法人 IT調査レポート」では、本稿で取り上げた
項目以外にも、インシデントの発生状況、社外メールのファイル送付に関するセキュリティ対策、今後強化すべき対策などについても
調査結果や情シス部門のリアルな声を紹介しています。ぜひこちらもご覧ください。

Q1. 勤務先のサイバーセキュリティ対策は十分だと感じていますか？

Q2. サイバーセキュリティ対策について、
不足していると感じるものを全てお答えください。

情シスの「ホンネ」と「リアル」がわかる！

セキュリティ実態調査 2025

自社のセキュリティ対策
について約35％が「不足
している」と回答。一方、
「できている」という回答
も（「不足している」と同
じ）約35%であった。

• 約40%の企業が「増
えた」と回答した一方、
半数以上が「変わらな
い」と回答。

• 会社規模別に見ると、
5,000～10,000人規
模の企業の7割近くが
「増えた」と回答したが、
従業員数が少なくなる
につれ、その割合が減
っていき、500人以下
の会社では約3割にと
どまった。

• 不足しているセキュリティ対策は「社員のセキュリティ教育」がトップ
で、「ログの監視や分析体制」、「セキュリティインシデント対応・マニュ
アル整備」が続いた。

• 今後、強化すべき対策は「従業員のセキュリティ教育・訓練」の回答
がトップで、社員のセキュリティリテラシーについて課題意識があるこ
とがうかがえた。

予算増加分の投資対象の第1位は「ウイルス対策ソフトやEDRなどの
エンドポイント対策」で、第2位に大きな差をつける結果となった。

セキュリティ対策状況

Q3. 前年と比較し、セキュリティ対策の予算は増えましたか？

Q4. 予算増加分の投資対象となったものを全てお答えください。

セキュリティ対策予算・経営層の意識

• 内部不正対策を重大なリスクであると認識して対策しているのは
全体の約20%で、約半数は十分な対策ができていないと回答。

• 内訳を見ると、5,000人以上の企業で50％近くが重大なリスクと
認識して対策している一方、1,000人以下で約20％、500人以
下では約10％にとどまることがわかった。

実施済みの内部不正対策としては「アクセス制御」と「ログ取得・監視」が上
位をしめた。

Q5. 内部不正に対する対策状況をお答えください。 Q6. 内部不正対策について、実施されている対策を全てお答えください。

内部不正対策

（実施期間：2025年 7月17日～25日／有効回答数：445件）

サイバー攻撃の高度化・巧妙化が進むなか、
多くの企業でセキュリティ対策への関心と課題意識がますます高まっています。
そこで、全国の情報システム部門・セキュリティ専任担当者の声をもとに、
企業のセキュリティ対策の実態を明らかにするための調査を実施しました。

「I I J情シス Boost -up Project」は、
情報システム関連部門で働く皆さまに
日々の活動や組織運営のヒントとなる情報をお届けします。

● 情シスの“リアル”を知る 法人 IT調査レポート
● 視座と“やる気”を高める モチベートセミナー
● 情シスの課題を議論する トークセッション
● 他企業の“事例”を知る 座談会・勉強会

のご紹介

HP  https://www.iij.ad.jp/svcsol/jboost/ @I I J_ Jboost
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う
に
振
る
舞
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
ざ
っ
く
り
言
う
と
、
両
界
曼
荼
羅
は

こ
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
、
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
、
目
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
し
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
、

と
く
に
大
規
模
言
語
モ
デ
ル（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
を
特
徴
づ
け
て
い
る

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
」
と
い
う
仕
組
み
は
、
こ
れ
ま
た
ざ
っ
く

り
言
え
ば
、
膨
大
な
文
章
の
サ
ン
プ
ル
を
学
習
し
て
、「
あ
る
単

語
列
の
次
に
来
そ
う
な
単
語
は
何
か
」
と
い
う
出
現
確
率
を
計
算

し
て
得
た
も
の
を
世
界
モ
デ
ル
と
し
て
内
部
に
構
成
し
、
そ
の
確

率
に
従
っ
て
単
語
を
ひ
と
つ
ず
つ
連
ね
て
い
く
こ
と
で
文
章
を
生

成
し
、
ま
と
ま
っ
た
概
念
と
し
て
表
現
す
る
装
置
で
す
。
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
取
り
込
み
、
学
習
量
を

膨
大
に
増
や
し
て
い
く
と
、
あ
る
規
模
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
突

然
、
そ
れ
ま
で
意
味
不
明
だ
っ
た
文
章
の
羅
列
を
超
え
た
、
か
な

り
知
的
な
応
答
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。

つ
ま
り
Ｌ
Ｌ
Ｍ
と
は
「
人
間
が
書
き
残
し
て
き
た
言
葉
の
世

界
」
の
縁
起
の
網
を
「
重
み
」
と
「
行
列
」
の
か
た
ち
で
内
側
に

抱
え
込
ん
で
い
る
存
在
だ
と
言
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
言

葉
の
関
係
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
こ
と
で
得
た
一
種
の

「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
胎

蔵
界
曼
荼
羅
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
内
に
宿
し
た
宇
宙
の
母
胎

を
表
す
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ
も
ま
た
、
世
界
中

の
テ
キ
ス
ト
の
共
起
関
係
を
潜
在
空
間
と
し
て
孕
ん
だ
「
言
語
宇

宙
の
母
胎
」
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
Ａ
Ｉ
に
は
も
う
ひ
と
つ
別
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
目
的

や
制
約
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
ツ
ー
ル
を
呼
び

出
し
、
手
順
を
組
み
立
て
、
実
世
界
の
シ
ス
テ
ム
に
働
き
か
け
て

い
く
タ
イ
プ
の
Ａ
Ｉ
で
す
。
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
や
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
な
ど
を
司
る
「
自
律
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
は
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
「
ど
う
世
界
に
働
き
か
け
る
か
」「
ど
こ
で
線
を

引
き
、
ど
こ
で
決
断
を
下
す
か
」
と
い
う
智
慧
の
側
面
が
強
い
の

で
、
密
教
で
言
え
ば
、
金
剛
界
が
担
っ
て
い
る
役
割
に
近
い
と
感

じ
ま
す
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
前
者
を
「
胎
蔵
界
Ａ
Ｉ
」、
後
者
を

「
金
剛
界
Ａ
Ｉ
」
と
呼
ん
で
み
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
か
一
方
が
あ
れ
ば
十
分
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。
胎
蔵
界
Ａ
Ｉ
だ
け
で
は
「
そ
れ
も
面
白
い
で
す
ね
」

「
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

責
任
あ
る
一
手
を
選
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
は
踏
み
込
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、

金
剛
界
Ａ
Ｉ
だ
け
を
強
く
育
て
る
と
、
今
度
は
「
そ
も
そ
も
そ
の

目
的
で
良
い
の
か
」「
長
期
的
に
見
て
何
か
悪
い
影
響
を
残
さ
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
文
脈
へ
の
感
度
が
低
く
な
り
、
う
ま
く

や
っ
て
い
る
よ
う
で
危
う
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

空
海
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
両
界
曼
荼
羅
が
、
胎
蔵
界
と
金
剛

界
と
い
う
二
つ
の
宇
宙
を
〝
対
〞
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ

も
ま
た
、
世
界
理
解
と
行
為
決
定
と
い
う
二
つ
の
レ
イ
ヤ
に
も
と

づ
い
て
意
識
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
考
え
た
と
き
、
仮
に
Ｌ
Ｌ
Ｍ
が
胎
蔵
界
の
よ
う
に

世
界
の
縁
起
の
網
を
内
に
孕
む
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
縁
起
の

世
界
か
ら
ど
こ
に
線
を
引
き
、
ど
の
判
断
に
責
任
を
持
つ
の
か
は
、

や
は
り
人
間
の
側
に
残
さ
れ
る
べ
き
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
気

づ
き
ま
し
た
。
金
剛
界
と
は
、
本
来
「
行
為
を
選
び
取
る
智
慧
」

を
体
現
す
る
領
域
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
が
胎
蔵
界
を
担
っ
て
、
人
間
が
金
剛
界
を
担
う
。
そ
し

て
両
者
が
問
答
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
世
界
の
あ
り
方
を

描
い
て
い
く―

―

そ
の
往
復
こ
そ
が
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
新
た

な
「
両
界
不
二
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
智
拳
印
」
を
結

ぶ
の
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
の
成
長
に
備
え
て
、

し
っ
か
り
修
行
を
積
ん
で
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
の
東
寺
に
あ
る
立
体
曼
荼
羅
を
、
先
日
初
め
て
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
講
堂
の
扉
を
く
ぐ
る
と
、
薄
暗
い
空
間
の
真
ん
中

に
、
ぐ
る
り
と
仏
像
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
面
中
央
の
大
日

如
来
を
菩
薩
や
明
王
た
ち
が
取
り
囲
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
ち
ら
を

見
て
い
る
よ
う
な
、
見
て
い
な
い
よ
う
な
、
不
思
議
な
視
線
を
投

げ
か
け
て
い
ま
す
。
一
体
一
体
が
そ
こ
に
「
い
る
」
と
い
う
よ
り

も
、
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
大
き
く
複
雑
な
物
語
が
立
ち
上
が
っ

て
く
る―

―

そ
ん
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
仏
教
に
関
し
て
何
の
勉
強
も
修
行
も
し
て
こ
な
か
っ

た
筆
者
は
、
た
だ
な
ん
と
な
く
「
す
ご
い
な
ぁ
」
と
感
じ
た
だ
け

で
し
た
が
、
い
っ
た
い
何
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
を
惹

か
れ
少
し
調
べ
て
み
る
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
央
の
大
日
如
来
が
両
手
で
結
ん
で
い
る
の
は
「
智
拳
印
」
と

い
う
印
相
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
立
体
曼
荼
羅
が
金
剛
界

曼
荼
羅
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
空
海
が
遣
唐
使
と

し
て
渡
っ
た
唐
の
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
二
つ
の
曼
荼
羅
は
、「
胎
蔵

界
」
と
「
金
剛
界
」
の
「
両
界
曼
荼
羅
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

簡
潔
に
言
う
と
、
胎
蔵
界
が
中
心
に
い
る
大
日
如
来
の
「
理
」
や

「
慈
悲
」
を
表
し
、
金
剛
界
が
大
日
如
来
の
「
智
」
や
「
智
慧
」、

あ
る
い
は
「
方
便
」
を
表
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
胎
蔵
界
が
森
羅

万
象
を
包
み
込
む
根
本
原
則
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
や
現
象
を

生
み
出
す
「
豊
か
な
母
胎
」
だ
と
す
れ
ば
、
金
剛
界
は
そ
の
世
界

を
支
え
る
「
堅
固
な
智
慧
や
構
造
」
の
世
界
と
説
明
で
き
る
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
両
界
は
「
両
部
不
二
」
と
呼
ば
れ
、
本
来
は
ひ

と
つ
の
真
理
の
表
裏
で
あ
り
、
相
互
補
完
的
に
密
教
の
宇
宙
観
を

示
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
現
代
風
に
わ
か
り
や
す
く
言
う
な
ら
、
胎
蔵
界
は
世
界

を
構
成
す
る
情
報
や
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
の
知
識
を
表
現
し

た
も
の
、
そ
し
て
金
剛
界
は
そ
れ
ら
の
情
報
や
知
識
を
活
用
す
る

ち
け
ん
い
ん

た
め
の
智
慧
を
示
し
た
も
の
、
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
二
つ
の
曼
荼
羅
の
違
い
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
に
描
か
れ
た
大
日
如
来
が
両
手
で
結
ん
で
い
る

印
相
で
す
。
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
大
日
如
来
は
「
法
界
定
印
」
と
い

う
、
腹
前
で
両
手
を
重
ね
て
手
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
た
印
相
で
、

胎
蔵
界
の
「
無
限
の
慈
悲
」
や
「
理
の
世
界
」
を
象
徴
し
、
母
胎

の
よ
う
に
衆
生
を
包
み
込
む
様
子
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
金
剛
界
曼
荼
羅
の
大
日
如
来
は
「
智
拳
印
」
と
い
う
、
胸

の
前
で
直
立
し
た
左
手
の
人
差
し
指
を
右
手
で
握
り
包
む
印
相
を

結
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
仏
の
「
智
慧
」（
智
）が
衆
生
（
人
間
）

の
「
煩
悩
」
を
滅
し
、
ひ
と
つ
に
な
っ
て
悟
り
（
菩
提
）へ
と
導
く

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

仏
教
の
創
始
者
、
釈
尊
（
仏
陀
）
の
悟
り
の
核
心
は
「
縁
起
」

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
縁
起
と
は
、
す
べ
て
の
物
事
は
独
立

し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
や
条

件
が
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
（
つ
ま
り「
縁
」）

と
い
う
真
理
（
理
法
）
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
自
分
は
何
者

か
？
」
と
考
え
て
み
た
時
、「
自
分
」
を
直
接
指
し
示
す
言
葉
が

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。「
ど
こ
で
生
ま
れ

た
」「
ど
ん
な
家
族
だ
っ
た
」「
何
を
学
ん
だ
」「
誰
と
働
い
た
」「
ど

ん
な
酒
や
音
楽
が
好
き
か
」
な
ど
、
他
の
モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
と

い
っ
た
周
り
と
の
「
関
係
」
を
列
挙
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
自
分
と
は
、
世
界
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
関

係
性
の
多
様
な
網
が
集
ま
っ
て
い
る
中
心
に
、
一
時
的
に
立
ち
上

が
る
結
節
点
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
仕
事
の
人
間
関
係
、
趣
味
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
複
数
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ま
た
が
っ
て
自
分
と
い
う
も
の
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る―

―

こ
れ
が
「
縁
起
」
の
考
え
方
で
あ
り
、「
空
」
と
い
う
思

想
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

す
る
と
人
が
「
良
く
生
き
る
」
た
め
に
は
、
こ
の
関
係
性
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
そ
の
な
か
で
ど
の
よ

ほ
っ
か
い
じ
ょ
う
い
ん
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サステナ・レポート

堂前 清隆
I IJ 広報部 技術統括部長

インターネット・トリビア

IoTを活用し、
スマート農業を推進

川上 かをり
I IJ 執行役員 経営戦略本部 サステナビリティ委員会 事務局長

コンテナ型データセンター今昔

プリの使い勝手などは農家さんの声をじかに聞いて、改善

につなげています。

̶̶  やりがいに感じることや心に残るエピソードはありま

すか？

花屋：利用者の声が直接聞けるところです。使用効果を

実感した農家さんからお礼を言われた時は素直にうれし

いです。もちろんその裏には苦労もあって、静岡で水田セ

ンサの実証実験を行なった際、ファームウェアのバグ修正

のためにノートPCを持って田んぼに入り、300本の水田

センサのファームを書き換えたこともありました。

̶̶  考え方に変化や気づきはありましたか？

花屋：毎日、口にしているお米や野菜の生産現場におけ

る苦労や課題を知り、農業IoTを普及させることで持続可

能な農業に貢献したいと考えています。

＊LoRaWAN®はLPWA（Low Power Wide Area：省電力かつ長距離通信
が可能な無線通信技術）の一種で、IoT向けの長距離広域ネットワークの通
信規格。

　ここ一年ほど、データセンター、特にAIを意識したGPU

設置用のデータセンターとして、コンテナ型データセンター

（コンテナDC）が注目されています。一般的なデータセン

ターがビル型の建物として設置されるのに対し、コンテナ

DCは屋外や簡素な屋根の下に金属製の箱を設置し、サ

ーバなどの機器を格納する部屋として利用します。

　現在のコンテナDCと類似する設備としては、1990年代

からNTTが各地に設置したRT-BOX（Remote Terminal 

BOX）があります。これは、電話交換機が設置されたビル

から遠く離れた場所に、交換設備の一部を設置するため

に用いられる箱状の設備です。通信の需要があまり大きく

ない地域に低コストで設置するために考案されたと言われ

ています。また、2000年前後には、I IJが設立したクロス

ウェイブコミュニケーションズ（当時）が全国に通信網を張り

巡らせるにあたり、光ファイバを接続する機器を各地に展

開するために海運用のコンテナを改造した設備を設置しま

した。短期間でコストを抑えながら全国にネットワークを構

築しなければならないという要請に対し、工場で機器を搭

載したコンテナをトレーラーで運んで現地に設置することで、

工期短縮を図るというアイデアでした。

　しかし、通信機器の設置を前提とした設備は、設備内

で利用できる電力があまり大きくないなど、現在のコンテナ

DCとは設計方針がやや異なります。これに対し、2007年

にサン・マイクロシステムズが発表したProject Blackbox

は、大量のサーバを設置することを前提とし、大きな電力

に対応できるようにした点で、現在のコンテナDCの嚆矢と

言えるでしょう。それ以降、さまざまなコンテナDCが開発

されるようになりました。これらのコンテナDCは、大がかり

な建設工事を必要としないことによる初期コストの低減や、

新設時・増設時の工期短縮が利点として挙げられます。

　一方、コンテナDCはビル型と異なり、スペースに限りが

あるため、多様な機器を設置し、頻繁に現地メンテナンス

を行なうといった利用には適しません。しかし、2010年頃

から立ち上がったクラウド向けのインフラは、画一的な機器

が利用され、仮想化技術により遠隔から管理可能で、これ

がコンテナDCの特徴と整合しました。米国でもクラウド系事

業者や自社で大規模なクラウド的設備を運用する事業者が

コンテナDCの利用を進めています。また、日本初の商用コ

ンテナDCとして2011年に運用開始したIIJ松江データセ

ンターパークも、クラウド向けのインフラがおもな用途でした。

　ところが、クラウドの需要が急増した結果、コンテナDC

ではなくビル型への回帰が起こりました。一つのコンテナ

DCに設置できる機器の数はビル型DCのフロアよりも少な

く、また、複数コンテナを設置した場合の床面積に対する

設置効率も、ビル型より低くなるためです。つまり、クラウ

ドで利用する機器の規模が大きくなると、コンテナを逐次増

設するより、ビルを建ててしまったほうが効率がいいというこ

とになったのです。

　こうした流れから、コンテナDCの利用は下火になるかと

思われましたが、そこに登場したのが、冒頭で述べたGPU

需要です。GPUを搭載したサーバは、従来のサーバと比

べると非常に消費電力が大きく、これまで以上に大きな電

力や高い発熱に対応できるデータセンターが必要です。し

かも、急速なAI需要の立ち上がりに対応するために、こう

した仕様のデータセンターを至急確保する必要が生じまし

た。このような需要には、短期間で構築可能なコンテナ

DCが適しています。GPUを扱う事業者のなかには、既

存のデータセンターの敷地内にGPU専用の設備としてコン

テナDCを設置しているケースもあります。

　GPU需要に対応したコンテナDCは、今後しばらくは増

えると思われますが、長期的には大電力・高発熱に対応

する新設計のデータセンターに吸収されていくのではないか

と考えています。コンテナDCは、大きな技術革新に対応

する途上の、乱世のインフラなのかもしれません。

サステナブルな未来に向けた活動にチャレンジしている

IIJの社員を紹介する「サステナ・レポート」。

第4回は、農業IoTに携わっている花屋誠さんです。 I IJネットワークサービス事業本部
 IoTビジネス事業部 アグリ事業推進部 副部長

花屋 誠

水田センサを設置する様子（千葉県白井市）。複数メーカのIoT
機器を連携し、データ分析を実証している。（写真右が花屋）

̶̶  IIJでのキャリアと今のお仕事について教えてください。

花屋：2007年に中途入社して法人向けネットワークイン

テグレーションを担当していましたが、2018年から農業

IoTに携わっています。キッカケは2017年、農水省「経

営体強化プロジェクト」で水田の水管理の省力化に関す

る研究課題に、IIJの取り組みが採択されたことです。現

在は水田だけでなく、ミカンなどの露地栽培、トマトやメロ

ンといったハウス栽培の環境モニタリング、水利施設（河

川や用水路）の水位管理や獣害対策の罠センサなど、

LoRaWAN®*を活用した「スマート農業」を幅広く展開し、

農業に関わるさまざまな課題解決のお手伝いをしています。

̶̶  センサで何をしているのですか？

花屋：露地栽培では土壌水分を測定しています。ミカン

などは水をいっぱい与えればいいわけではなく、適度な水

分量があります。しかし、屋外だと雨、湿度、日射などの

条件が複雑で、水分量の判断がむずかしく、従来は農

家さんの経験と勘に頼っていました。それに対しIoTなら、

センサを入れて土壌の水分状態をデータで把握して適切

な潅水が行なえるので、作物の品質向上だけでなく、収

量増加にもつながります。

̶̶  IIJならではの強みはどこにありますか？

花屋：センサからアプリ、クラウドまでを一貫して提供し、

現場の声をすぐに反映できる点です。水田センサは、基

板回路から設置しやすさを意識して設計・製造しました。

ゲートウェイとセンサ間にLoRaWAN®を使用したり、スマ

ートフォンのアプリなども自社で作って提供しています。さら

に、活用事例を紹介するワークショップを開催したり、ア

かんすい
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株式会社インターネットイニシアティブ

本社

関西支社

名古屋支社

九州支社

北海道支店

東北支店

横浜支店

北信越支店

中四国支店

沖縄支店

新潟営業所

豊田営業所

東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム
〒102-0071 TEL：03-5205-4466

大阪府大阪市中央区北浜 4-7-28 
住友ビルディング第2号館 5F
〒541-0041 TEL：06-7638-1400
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インフォメーション

講演会の模様

中
野
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
で
の

講
演
＆
体
験
会

　

読
者
の
な
か
に
は
、小
学
生
や
中
学
生
の
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
団
体
か
ら
招
聘
さ
れ
た
講
師

に
よ
る「
特
別
授
業
」を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
導
入
さ
れ
た「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」と
い
う
枠
が
あ
り
、障
害
者
理

解
と
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
同
時
に
実
施
で
き
る
パ

ラ
ア
ス
リ
ー
ト
に
は
一
定
の
需
要
が
あ
り
ま
す
。

筆
者
も
外
部
講
師
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、全

国
の
小
中
学
校
を
中
心
に
講
演
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
年
に
何
度

か
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、中
野
区
主
催
の「
中
野
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
フ
ェ
ス
タ
」と
い
う
企
画
で
パ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｊ
社
内

の
交
流
会
な
ど
で
デ
モ
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
と
い
う
機
材
を
用
い
て
体
験
会
を
催
す

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、搬
入
出
の
大
変
さ
も
あ

っ
て
、本
物
の
重
い
機
材
を
用
意
す
る
こ
と
は

最
近
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

今
回
は
、実
際
の
競
技
と
同
じ
設
備
を
使
っ
て

試
合
と
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
全
体
は「
多
様
性
」を
テ
ー
マ
に
し

て
お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、筆
者
の
企
画
は（
他
の
ア
ス
リ

ー
ト
が
参
加
し
な
い
！
）
個
人
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
、集
客
が
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、中
野

区
の
方
を
中
心
に
五
〇
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優

勝
し
た
東
亜
学
園
の
選
手
と
試
合
形
式
の
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
も
披
露
で
き
、パ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
筆

者
の
Ｈ
Ｐ
＊
で
は
、国
内
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
告
知
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、そ
ち
ら

も
ご
覧
く
だ
さ
い
！

編集後記

飲み会の帰り、地元の駅から自転車で自宅に向かう途中、警察のアルコール検
問に遭遇しました。あとで調べてみると、道路交通法の改正で、2024年11月
から自転車の酒気帯び運転（ちょい飲み）も取り締まりの対象になったと判明。
お酒は普段からあまり飲まず、この日も一滴も飲んでいなかったので、幸い検問
に引っかかることはありませんでしたが、「アップデートが必要だな」と感じる出
来事でした。（M）／「あさげ」と聞くと某飲食メーカの味噌汁のCMを思い出
します。漢字では朝餉と書いて朝食を意味しますが、「あさがれい」と読むと天
皇の日常の食事という意味があるんだそう。よく朝食を抜いてしまう私ですが、
2026年は、ごはん・味噌汁・焼き魚のような朝食をきちんと食べる。そんな1年
をおくりたいと思います。（Y）／筋トレの世界では筋肉量を増やすことをバルク
アップと言いますが、筋肉を増やすときに脂肪も一緒に増やすバルクアップの
ことは「ダーティバルク」と呼ばれます。ではその逆は「クリーンバルク」だろう
と思うのですが、クリーンバルクとは別に「リーンバルク」という用語もあります。
引き締まったという意味の英語の “ lean” から来ている、厳密に栄養素を考えて
行なう筋肉増量法です。まぎらわしい…（S）／関西の買い物番組「やすともの
どこいこ！？」が大好きで、TVerでよく見ています。物欲をほどよく刺激してくれ
る番組ですが、毎年冬が近づくと必ず登場する “もやし鍋の素” が気になってい
ます。久原本家の「もやしのうま鍋」。やすともが絶賛しているということは、美
味しいに違いありません。物価高の今、節約食材の代表である “もやし”をたっ
ぷり（きっと）美味しくいただけるこの鍋の素を、スーパーに行くたびに探して
います。（T）

表紙の言葉

暦のうえでは春を迎える二月。冷た
い風が吹くなかでも、日差しは少しず
つ明るさを増していきます。小さな円
が連なり、光が静かに広がるように、
変化ははっきりとした形を持たないま
ま進んでいきます。2026年は、いっ
たいどのような年になるのでしょうか。

末房志野

I IJとソニー、
スマート農業を推進する
合弁会社の設立に合意

＊
https://w

w
w

.iij.ad.jp/parafencing/

I IJおよびソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社は、ス
マート農業向けに土壌水分センサや灌水ナビゲーションサービ
スを提供する合弁会社の設立について合意しました。2026年4
月からの営業開始を予定しています。

同社は、I IJの通信技術やスマート農業に関する知見と、ソニーの
センサ開発などに関する技術力を結集し、持続可能な農業の実
現を目指します。

詳細はプレスリリースをご参照ください。
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2025/1107.html

かんすい

桜咲く春の上野を舞台に、日本最大級のクラシック音楽の祭典
「東京・春・音楽祭 2026」が、3月13日から約1カ月にわたり開催
されます。世界屈指のアーティストによるオペラ上演や、オーケスト
ラ・室内楽コンサート、歌曲リサイタルなど、華やかな響宴が上野
の春を彩ります。

I IJは、地域や支援企業の皆さまとともに東京・春・音楽祭を応
援しています。

期間 2026年3月13日（金）～ 4月19日（日）
会場 東京文化会館、上野恩賜公園内の文化施設ほか
主催 東京・春・音楽祭実行員会

公演など詳細はこちらをご覧ください
https://www.tokyo-harusai.com/

東京・春・音楽祭 2026
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